


































このような状況を受けて，当時の AICPAの会長であるMarshall S. Arm-
strongは，1971年 4月に，財務諸表の目的に関するスタディ・グループを設










with the FASB and eventually with standard setters around the world ）」（Zeff



























張した経済学者として，シカゴ大学の J. B. Clarkを掲げている。Clarkは，こ
れに関してつぎのように述べている。
われわれは，まず，つぎのような「一般的な命題」をもって，研究をスター







的のための異なった物（different things for different purposes）」すなわち，








William J. Vatterに影響を及ぼし，さらに，Vatterを介して，Charles T. Horn-
grenのテキスト（原価計算）に影響を及ぼしてきたとされている（Zeff［2017］






























































































































































































図表 1 Trueblood報告書における 12の会計目的の階層化
（出所）Sorter and Gans［1974］p.4.
60 会計学研究第４５号
る」（Sorter and Gans［1974］p.5）という第 1目的―基本目的―に関して，つぎ
のように補足説明をしている。
財務諸表の「基本〔第 1〕目的は，明白で，直接的で，疑いの余地のない用
語で（in clear, direct, and unambiguous terms），会計と経済的意思決定過程
（the economic decision-making process）を結び付けている。」「さらに，基本
目的は，会計上の秩序の正当性がその効用にある（the justification for the ac-






























































agreements between owner and manager ）は，会計責任の性質」を決定する



























































図表 3 Trueblood報告書における 12の会計目的
64 会計学研究第４５号




























































7 これは，2001年 3月 29日の Zeffによる Sorterへのインタビュー，1999年 3月 19日
の Gelleinへの電話，および 1999年 4月 20日の Davidsonからの書簡によっている
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Ⅳ FASB概念フレームワーク第 1号と Trueblood報告書の関係
FASBは，1974年 6月 6日に，討議資料（Discussion Memorandum）であ
る Conceptual Framework for Accounting and Reporting Consideration of the Re-


















る（図表 4を参照）。この図表 4は，APBステートメント第 4号（1970年 10
月），Kenley and Staubus（1972），および Trueblood報告書（1973年 10月）
を参考にして「財務会計と報告の多くの局面が，凝集力があり操作可能な全体












cord ; Discussion Memorandum―Conceptual Framework for Accounting and Re-
porting Consideration of the Report of the Study Group on the Objectives of Finan-
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（付記）本稿は，平成 30年 10月 13日（土）に，日本大学経済学部で開催された日本
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